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論 文 内 容 の 要 旨
胸腺はリンパ組織の一つにあげられているが, リンパ節とは発生学的に異なり, また構造上多 くの点で
異なる｡ 胸腺細胞についてもその起原, 分裂頻度, 生存期間, 他細胞への分化能, 免疫, 機能など多 くの
点からリンパ節など他のリンパ組織で作られるリンパ球と区別されようとしているo 従来胸腺研究の一方
法として用いられた移植には皮下, 前眼房, 筋肉, 肺臓などが移植部にえらばれてきたが, いまだリンパ
節に移植を試みたものはない｡ 胸腺のリンパ節内移植は他部位に移植した場合と較べい かなる運命をたど
るであろうか｡ 本研究は体重 1･0- 2･Okg の家兎胸腺を同じ動物の膝儀 リンパ節内に移植し, 移植後 6 時
間より6 カ月まで移植後の変化を組織学的にくわしく観察し以下の結果を得た｡ 対照として同時に大腿筋
および肝臓に移植した｡
1) リンパ節では移植 1 - 3 日, 筋肉や肝臓では移植 3 - 5 日の間に再生し始めた｡ 再生は胸腺被膜下の
細網上皮細胞の増殖に始まる｡
2) 再生組織における胞腺細胞は, 移植片周囲の結合組織に新生した細い血管によって, 増殖した細網上
皮細胞索に外から運ばれたリンパ球に由来する｡ リンパ節ではこのほか宿主であるリンパ節組織から再
生組織に直接潜走したリンパ球に由来する｡
3) リンパ節では移植18日目に, 筋肉では移植20日目に, 肝臓ではさらにやや連れて再生組織が小葉とし
て認められるようになる｡
4) 小葉形成の時期に一致して髄質の形成が行なわれる. 髄質の多 くは再生組織の辺縁部における細網上




6) 再生胸腺には, リンパ節に移植したものにも, 筋肉や肝臓に移植したものにも二次小節はつくられな
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かった｡ リンパ節における再生胸腺組織には, リンパ節組織に外見上自然に移行するかのどときところ
がみられた｡ 宿主リンパ節組織に侵入した細網上皮細胞がここで増殖し, ハ ッサル小体様の構造をつく
ったところがみられた｡
7) 移植20日例の再生胸腺のなかに腺終末様構造や, 肝臓様構造を示すところがあった｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究では胸腺のリンパ節内移植後の態度を追究するのが目的であるが, 対照として筋肉内, 肝臓内自
家移植実験がこころみられた｡ その結果, 1) 移植組織の再生はリンパ節の方がはやく, いずれの場合も




2) 小葉形成の時期にほぼ一致して, 再生組織の周辺部の細網上皮の増殖がはじまり, 遠心性に髄質の
形成がおこり, ほとんど同時に上皮の変性角化による- ッサル小体の形成がみられる｡
3) どの部に移植したばあいも, 再生胸腺内に二次小節の形成はみられなかった｡
4) 再生胸腺のなかには, 上皮細胞の腺終末様な構造や肝臓株細胞配列を示すものがみられたが, これ
は細網上皮の内腔菓由来をものがたるものである｡
本論又は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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